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様式１

8学部

９．

６．

長野県

研究科等数

学校教育法施行規則第172条の２第３項において「公表するものとする」とされた教育研究活動の状況について、
公表しているHPのURL

https://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/disclosure/education/

８．
事業のキー
ワード

タイプ①

107.5%

教員数 職員数 合計

人

10,798

人人1,709 人

10,045

105.6%

人

11.
取組を実施す
る学部等名

学部等数 5研究科

（学部等名）
経法学部　応用経済学科
工学部　物質化学科、電子情報システム工学科
繊維学部　先進繊維・感性工学科、化学・材料学科

(研究科等名）

13601

 （所属・職名）

人

 （大学の学長）

平野　吉直
 ふりがな

 （氏名）

令和4年度大学教育再生戦略推進費

１． 事業責任大学 信州大学

地域活性化人材育成事業～SPARC～　計画調書

なかむら　そういちろう事業者
３．

機関番号

 （大学等の設置者）

 ふりがな

 （氏名） 中村　宗一郎

２．

信州大学・学長

申請
大学

７． 対象地域

事業計画名

タイプ名

事業責任者
ひらの　よしなお

信州大学・理事（教学担当）、副学長

（400文字）

事業のポイン
ト（400字以内）

信州大学・学長

学生・
教職員数

10.

５．

 （氏名） 中村　宗一郎  （所属・職名）

 （所属・職名）

４．
申請者  ふりがな なかむら　そういちろう

   長野県の総合計画「しあわせ信州創造プラン2.0」では、2030年の長野県の将来像を展望し、これを実
現する取組として、「学びと自治の力」を推進プランとして政策を展開している。さらに、内閣官房「教育
未来創造会議」に参画している阿部守一知事は「地域活性化と人材定着のための地方大学の充実・強
化」を学びの改革の視点と方向性における具体的な取組として挙げている。
　本事業では、DX・GX時代において、科学技術や地域振興の成長分野をけん引する高度専門人材の
育成を行うため、信州大学・長野大学・佐久大学の3大学間連携により、文系学部でも自然科学の素養
が身につく教育プログラムを整備する。具体的には、地域社会との本格的な連携による文理横断型
STEAM教育を展開し、地域学・データサイエンス・グリーンテクノロジー・地域課題解決PBL等、地域の
ニーズに合わせた連携開設科目を通し、「しあわせ信州」を創造する地域活性化高度人材を輩出する。

1,146788 人

2,766 人

人

1,994 人

教職員数（R4.5.1）学生数

入学定員
（令和４年度）

大学名 信州大学

合計

「しあわせ信州」を創造する地域活性化高度人材育成プログラム

DX・GX・文理横断科目・PBL型STEAM教育・福祉

全学生数
（R4.5.1）

定員充足率
（R4.5.1）

8,804

12．

8,336 人

116.7%

人1,978

2,6741,528

学部

大学院

収容定員
（令和４年度）

[基本情報]

https://www.shinshu-u.ac.jp/
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（参加校［大学、短期大学、高等専門学校］）

（企業・経済団体）

（金融機関）

（その他）

3学部

一般社団法人　長野県経営者協会

5年度

111,980146,252

9年度

内
訳

合　計年度（令和）

事業規模

6年度 7年度 8年度

189,876

909,372

146,252 946,072

4年度

198,912

補助金申請額

94,330

13．事業経費（単位：千円）　※千円未満は切り捨て

36,700

63,630

30,7006,000

117,980

株式会社　八十二銀行

198,912 189,876

※１．文部科学省や他省庁が実施する他の補助金は「大学負担額」に計上しないこと。

※２．国立大学における運営費交付金、公立大学における運営費交付金等、私立大学の私立大学経常費補助金等は「大学負担額」に計上しないこと。

大学負担額

14.
事業協働

機関

（地方公共団体）

長野大学、佐久大学

長野県

長野工業高等専門学校

198,722

198,722

10.
学生・

教職員数

大学名 長野大学

学生数 教職員数（R4.5.1）

入学定員
（令和４年度）

全学生数
（R4.5.1）

収容定員
（令和４年度）

定員充足率
（R4.5.1） 教員数 職員数 合計

学部 340 人 1,436 人 1,410 人 101.8%

61 人 39 人 100 人大学院 13 人 19 人 29 人 65.5%

合計 353 人 1,455 人 1,439 人 101.1%

11.
取組を実施す
る学部等名

学部等数 研究科等数 1研究科

（学部等名）
社会福祉学部社会福祉学科社会福祉コース

(研究科等名）



3

2学部

（事業責任大学名：信州大学)

人 22 人 80 人大学院 10 人 20 人 20 人 100.0%

合計 170 人 442 人 520 人 85.0%

422 人 500 人 84.4%

58

11.
取組を実施す
る学部等名

学部等数 研究科等数 1研究科

（学部等名）
人間福祉学部人間福祉学科

(研究科等名）

10.
学生・

教職員数

大学名 佐久大学

学生数 教職員数（R4.5.1）

入学定員
（令和４年度）

全学生数
（R4.5.1）

収容定員
（令和４年度）

定員充足率
（R4.5.1） 教員数 職員数 合計

学部 160 人



新たな
学位プログラムの基盤

［地域連携プラットフォーム］
信州共創プラットフォーム

産業⼈材育成会議
産・学・官・⾦の連携により、育成する
⼈材像、育成⽅法、点検評価⼿法を⽴
案・実施

地域活性化⾼度⼈材育成の基盤となるくさび形リベラルアーツの構築

［⼤学等連携推進法⼈］
（⼀社）信州アライアンス（仮称） 令和６年度設⽴予定

連携開設科⽬の開講・社会⼈向けリカレント/リスキル教育・機器の共同利⽤化・
インターンシップの共同実施・FD/SDの共同実施・就職説明会の共同実施

信州⼤学 ⻑野⼤学 佐久⼤学
経法学部
⼯学部
繊維学部

社会福祉学部 ⼈間福祉学部

既存学部専⾨教育の基盤を⾼度化

令和3年度開設

⽂理横断・融合型
「情報学部」
（仮称）新設
令和７年度以降

連携の効果
⻑野県全域の地域課題集積

＋
組織を超えた⽂理横断知を持つ⼈材ネットワーク
構築

＋
地域の多様なステークホルダーとの連携強化に
よる⼈材育成

新しい教育環境
主体的な学びを実感できる授業
オンライン学修環境・教育サポート体制・デジタル×ものづくり拠点の整備

「しあわせ信州」を創造する地域活性化⾼度⼈材育成プログラム

共創のための⽂理横断知

SPARC推進本部
推進・マネジメント委員会（仮称）

３⼤学の連携を強⼒に推進
事業協働機関

⻑野⾼専
PBL共同実施

教育改⾰ー地域での産業育成ー⼈材集積

教育プログラムの新設【連携開設科⽬】

「しあわせ信州」創造のために県内の全世代へ⼤学の学びを提供

信州⽂理横断教育プログラム
リベラルアーツ科⽬群

+
組織を超えた地域課題解決PBL
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